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石田勝之さん大学教授就任と全快を祝う会開催
新堀町会長に大熊さん　消防団支団長に平野さん

５
月
11
日
、
元
衆
議
院
議
員

石
田
勝
之
さ
ん（

59）
の「
大

学
教
授
就
任
と
全
快
を
祝
う

会」

が
、
サ
イ
ボ
ー
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
た
。

同
会
は
石
田
勝
之
連
合
後

援
会
の
会
長
で
あ
る
、
飯
塚

博
文
サ
イ
ボ
ー
会
長
が
主
催

さ
れ
た
。

大
野
元
裕
参
議
院
議
員
、
木

下
達
則
さ
い
た
ま
市
副
市
長
、(

元
鳩
ヶ

谷
市
長）

菅
克
巳
県

議
や
市
議
ら
が
駆
け
つ
け
、
支

援
者
300
人
が
参
加
し
た
。

石
田
さ
ん
は
、
昨
年
末
に

左
肺
切
除
の
手
術
を
し
て
療

養
し
て
い
た
が
、
檀
上
に
元

気
な
姿
を
み
せ
ら
れ
た
。

長
い
間
の
支
援
に
感
謝
を

述
べ
、
日
大
教
授
就
任
を
報

告
さ
れ
た
。

ま
た
、
肺
の
病
と
闘
い
つ

つ
、
民
主
党
政
権
時
代
に
は
、

内
閣
府
副
大
臣
と
し
て
激
務

に
励
み
、
解
散
後
の
衆
院
選

も
身
を
切
る
思
い
で
戦
っ

た

が
、「

九
死
に
一
生
を
得
た」

と
語
ら
れ
た
。

石
田
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
県

議
会
議
員
最
年
少
初
当
選
、
平

成
５
年
か
ら
は
衆
議
院
議
員

と
し
て
計
26
年
間
政
治
家
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
。

今
年
３
月
31
日
で
民
主
党

を
辞
任
し
、
４
月
１
日
か
ら

は
日
大
国
際
関
係
学
部
教
授
、

同
大
学
院
国
際
総
合
研
究
科

教
授
と
し
て
、
１
コ
マ
１
時

間
30
分
を
、
週
に
６
コ
マ
教
鞭

を
と
っ
て
お
ら
れ
る
。

は
少
々
。
カ
ラ
オ
ケ
は
北
島

三
郎
。
テ
レ
ビ
は
ニ
ュ
ー
ス
・

太
河
ド
ラ
マ
な
ど
。

家
族
は
妻
と
娘
２
人
の
４

人
家
族
。
長
男
は
独
立
、
孫

２
人
。

◇
退
団
者＝

北
條
敬
一
、
矢

野
一
由
、
稲
垣
明
、
吉
田
長

吉
、
川
田
勝
、
須
藤
綾
子
。

◇
新
入
団
者＝

西
澤
和
晃
、
磯

部
芳
樹
、
菅
原
敬
佑
、
石
塚

隆
一
。（

敬
称
略）

い
で「

同
じ
地
球
に
生
ま
れ

て
、
水
す
ら
飲
め
な
い
子
が

い
る
、
水
く
ら
い
飲
ま
し
て

あ
げ
た
い」

と
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
出
向
き
、
２
～
３
ヶ

月
滞

在
し
井
戸
掘
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
を
昨
年
７
月
ま
で
続
け

ら
れ
た
。

モ
ッ
ト
ー
は
、
や
は
り「

年

配
者
を
大
切
に」

、
タ
バ
コ
・

カ
ラ
オ
ケ
は
し
な
い
、
酒
は

川
口
市
消
防
団
第
６
支
団

長
の
北
條
敬
一
さ
ん
の
後
任

に
、
赤
井
の
平
野
繁
男
さ
ん

（

64）

が
就
任
さ
れ
た
。

「

赤
井
地
区
の
先
輩
消
防

団
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
勧
め

が
あ
り
、
地
域
の
為
に
お
役

に
立
て
る
事
が
出
来
れ
ば
と

思
い
、
57
年
４
月
に
入
団
し

ま
し
た」

と
。

「

入
団
し
た
頃
は
、
住
宅

や
建
物
の
建
造
物
が
今
ほ
ど

な
く
、
火
災
発
生
件
数
の
少

な
い
時
代
で
し
た
が
、
昨
今
、

住
宅
・
建
築
物
が
林
立
し
て

火
災
発
生
件
数
も
多
く
、
ま

た
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
強
風
に

よ
る
被
害
な
ど
自
然
災
害
も

多
く
な
り
、
消
防
団
活
動
の

難
し
さ
を
感
じ
る
事
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
団
員
皆
さ

ん
の
力
を
結
集
し
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
る
為
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心

誠
意
・
最
善
を
尽
く
し
て『

温

故
知
新』

の
思
い
で
行
っ
て
、

参
り
た
い
と
思
い
ま
す」

と

抱
負
を
語
ら
れ
る
。

赤
井
で
代
々
継
ぐ
農
家
に

４
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
学
校
卒
業
後
、
家
業

の
農
業
に
従
事
、
植
木
、
サ

ツ
キ
、
梅
の
盆
栽
等
の
生
産

を
営
み
、
円
通
寺
の
総
代
も

つ
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
和
を
以
っ

て
貴
し
と
為

す」

を
モ
ッ

ト
ー
と
し
、
ス

ポ
ー
ツ
は
高
校
時
代
に
柔
道

に
励
み
初
段
。

趣
味
は
、
つ
り
、
ゴ
ル
フ
、

お
祭
り
な
ど
。

タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
。
酒

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
町
会
を
！

新
堀
町
会
長
　
大
熊

�
�
�
ま

恒
久

�
�
�
さ

さ
ん

地
域
の
安
全
・安
心
の
為
頑
張
り
ま
す

川
口
市
消
防
団
第
６
支
団
長

平
野

�
�
の

繁
男

�
�
�

さ
ん

「

選
挙
に
は
出
な
い
が
、

政
治
活
動
は
続
け
る
。
今
後

は
、
政
治
家
を
目
指
す
若
い

人
の
育
成
に
励
む」

と
、「

国

際
政
経
研
究
塾」

と
い
う
勉

強
会
を
年
に
３
～
４
回
開
催

し
、
塾
長
と
し
て
後
継
の
政

治
家
や
企
業
家
を
育
て
た
い

と
も
語
ら
れ
た
。

第
１
回
の「

国
際
政
経
研

究
塾」

は
９
月
16
日
、
川
口
駅

前
の
キ
ュ

ポ
・
ラ
４
階
フ
レ

ン
デ
ィ
ア
で
開
催
。

◇
塾
長＝

石
田
勝
之
さ
ん
、

◇
副
塾
長＝

大
野
元
祐
参
議

院
議
員
・
須
田
清
大
学
教

授
・
弁
護
士
。

◇
第
１
回
の
講
師
は
ジ
ャ

ー

ナ
リ
ス
ト
・
後
藤
謙
次
さ
ん

を
招
か
れ
る
。

新
堀
町
会
は
、
太
田
茂
町

会
長
に
代
わ
り
、
大
熊
恒
久

さ
ん（

65）

が
就
任
さ
れ
た
。

「

年
配
者
が
多
く
な
っ
た
の

で
、
お
年
寄
り
を
大
事
に
し

た
い
。
特
に
独
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
方
は
町
会
に
入

っ
て
頂
き
た
い
で
す
ね」

と
。

ま
た
、「

小
学
校
が
あ
る
の

に
学
校
に
大
型
バ
ス
が
乗
り

入
れ
ら
れ
な
い
狭
い
道
路
。
町

会
内
に
公
園
が
１
つ
も
な
い

町
会
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
て
住
み
よ
い
地
域
に
し

て
い
き
た
い」

と
抱
負
を
語

ら
れ
る
。

姉
２
人
、
妹
２
人
の
真
ん

中
で
、
地
元
新
堀
の
筆
屋
の

屋
号
を
持
つ
14
代
目
。

会
社
経
営
の
傍
ら
消
防
団

に
34
年
間
、
保
護
司
19
年
と
４

ヶ

月
、
榛
松
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

後
援
会
長
７
年
間
を
務
め
た

が
、
06
年
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
仲
間
の
誘

少
々
。
趣
味
は
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
や
ゴ
ル
フ
だ
が
昨
今
は

し
て
い
な
い
。

家
族
は
母
と
節
子
夫
人
、
３

女
夫
妻
と
孫
１
人
の
６
人
。

長
女
、
次
女
は
独
立
。
　
　
　

節
子
さ
ん
は「

任
期
中
は

病
気
や
怪
我
を
し
な
い
よ
う

共
に
心
が
け
た
い」

と
内
助

の
功
を
発
揮
さ
れ
た
。

第
34
回
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

◇
日＝

５
月
25
日（

日）

◇
時＝

午
前
10
時
00
分
～

◇
所＝

蓮
沼
公
園

◇
内
容＝

出
発
式（

雨
天
中
止）

◇
電
０
９
０（

３
３
４
６）

３
３
９
０
原
島
ま
で
。

４
月
20
日
、「

小
さ
な
親
切」

運
動
川
口
支
部（

会
長＝

原

島
潔
さ
ん）

は
、
平
成
26
年
度

定
期
総
会
を
板
橋
智
之
後
援

会
事
務
所
で
開
催
し
た
。

板
橋
智
之
市
議
会
議
員
、
幡

野
茂
市
議
会
議
員
が
列
席
さ

れ
、
奥
ノ
木
信
夫
市
長
よ
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
た
。

役
員
は
次
の
通
り
。

◇
名
誉
顧
問＝

奥
ノ
木
信
夫

市
長
◇
顧
問＝

武
南
警
察
署

長
・
板
橋
智
之
市
議
・
幡
野

茂
市
議
・
光
田
直
之
市
議
◇

相
談
役＝

小
堀
鶴
男
◇
会

長＝

原
島
潔
◇
副
会
長＝

白

土
紀
子
◇
幹
事＝

髙
木
浩
次
、

戸
塚
秀
樹
◇
監
査＝

及
川
紀

男
◇
会
計
・
事
務
局＝

小
林

道
子
◇
地
区
役
員＝

浦
野
正

一
・
佐
々
木
陽
子
。

（

敬
称
略）

今
年
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
は

５
月
25
日（

日）
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
26
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

板
橋
市
議
は
地
主
さ
ん
、

行
政
、
地
元
町
会
と
の
連
絡

調
整
役
を
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
新
藤
義
孝
総
務

大
臣
が
新
た
に
起
こ
し
た
、

「

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金」

国
の
制
度
が
活
用
で
き
た
こ

と
で
、
寄
付
を
受
け
て
１
年

以
内
に
完
成
し
た
。

古
川
町
会
長
は「

す
ば
ら

し
い
公
園
を
板
橋
議
員
の
協

力
で
拡
張
が
出
来
、
憩
い
の

場
が
広
が
り
感
謝
し
て
い
ま

す」

と
語
る
。

板
橋
市
議
は「

台
公
園
の

拡
張
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝

い
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
地
域
の
憩
い
の
場
と

し
て
更
に
親
し
ま
れ
る
公
園

に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
願

い
ま
す」
と
。

写
真
は
、
前
列
左
か
ら
、

塩
原
紀
彦
さ
ん
、
野
村
隆
さ

ん
、
板
橋
智
之
市
議
、
古
川

鐵
郎
町
会
長
、
武
田
耕
一
さ

ん
、
後
列
左
か
ら
、
猪
野
保

さ
ん
、
君
塚
元
一
さ
ん
、
高

橋
冨
蔵
さ
ん
、
檜
山
要
さ
ん
、

大
井
田
裕
之
さ
ん
。

今
月
の
新
郷
句
楽
部

朝
寝
し
て
夢
の
二
幕
目
ベ
ル
の
音

峯
　

大
島
久
子

何
も
か
も
心
得
て
い
る
朝
寝
か
な

赤
井

大
井
幸
子

朝
寝
し
て
眼
裏
で
聴
く
雨
の
音

峯

山
田
案
山
子

予
定
表
空
白
多
き
朝
寝
か
な

東
本
郷

豊
後
照
子

さ
く
ら
散
り
恵
み
の
雨
な
り
朝
寝
す
る
　

東
本
郷
　
飯
田
は
る
ゑ

い
た
わ
り
の
声
聞
き
乍
ら
朝
寝
す
る
　

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

傘
寿
わ
れ
至
福
の
ひ
と
つ
朝
寝
か
な

本
蓮
　

若
木
豊
子

お
お
あ
く
び
仕
切
直
し
て
朝
寝
か
な

大
竹
　

井
上
靖
子

5月 11 日、新郷スポーツセンターで、平成 26 年度新郷地区壮年ソフトボール大会が開催
された。成績は次の通り。優勝＝新堀町会（町会長＝大熊恒久さん）、準優勝＝江戸袋町会
（町会長＝山田勇作さん）、3位＝赤井町会（町会長＝大栁祐一さん）。新堀町会と江戸袋町会
はブロック大会に進出。

新郷地区壮年ソフトボール大会　新堀町会が優勝

御
開
帳
終
わ
る

東本郷台公園拡張工事終了

け
ら
れ
た
。

砂
場
・
幼
児
の
遊
具
が
あ

る
。

宮
内
町
会
長
は「

地
域
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
大
切
に

使
っ
て
ほ
し
い」

と
。

写
真
左
か
ら
、
田
浦
治
海

さ
ん
、
遠
藤
浩
一
さ
ん
、
宮

内
敬
一
町
会
長
、
根
岸
満
喜

子
さ
ん
、
吉
田
多
己
江
さ
ん
、

郡
司
多
美
子
さ
ん
、
宮
原
美

子
さ
ん
。

榛
松
町
会
内
に
、
５
個
目

の
公
園「

新
郷
ふ
れ
あ
い
公

園」

が
完
成
し
た
。

場
所
は
、
新
郷
東
部
第
一

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
に
あ
っ

た
区
画
整
理
事
務

所
跡
地
で
、
新
堀
と
の
境
で

約
300
坪
余
り
。

川
口
市
東
部
区
画
整
理
事

務
所
は
東
本
郷
１
０
６
０
の

１
に
移
動
し
た
。

都
市
計
画
法
の
正
式
名
は

第
５
公
園
だ
が
愛
称
は「

新

郷
ふ
れ
あ
い
公
園」

と
名
づ

東
本
郷
台
町
会（

町
会
長＝

古
川
鐵
郎
さ
ん）

の
町
会
会

館
前
に
あ
る
同
公
園
の
拡
張

工
事
が
終
了
し
、
親
睦
・
ふ

れ
あ
い
の
場
が
広
が
っ
た
。

拡
張
さ
れ
た
公
園
は
、
東

本
郷
の
押
田
勇
一
さ
ん
が
、
板

橋
智
之
市
議
に
相
談
し
、
川

口
市
に
寄
付
さ
れ
た
土
地
で
、

同
公
園
に
隣
接
し
た
約
300
坪
。

榛
松
に
５
個
目
の
公
園
が
完
成

12
年
目
の
午
年
ご
と
に
廻
っ

て
く
る「

武
蔵
国
新
西
国
33
ヶ
寺

観
音
霊
場」

が
４
月
10
日
か
ら
20

日
ま
で
行
わ
れ
た
。

新
郷
地
区
の
24
番
札
所
の
蓮

沼
の
普
門
寺
と
25
番
札
所
の
赤
井

の
円
通
寺
も
大
勢
の
巡
礼
者
が

次
々
と
訪
れ
盛
況
に
終
わ
っ
た
。

普
門
寺
の
関
係
者
は
、
１
番

札
所
の
延
命
寺（

吉
川
市）

を
起

点
に
、
八
潮
、
三
郷
、
東
京
都
内

を
巡
り
、
33
番
札
所
の
東
泉
寺（

吉

川
市）

を
バ
ス
２
台
で
巡
行
し
た
。

円
通
寺
は
、
小
泉
悟
道
住
職
、

平
野
繁
男
さ
ん
、
松
本
平
八
郎
さ
ん

が
マ
イ
カ
ー
で
巡
っ
た
。

次
回
は
平
成
38
年
４
月
に
巡
っ

て
く
る
。

写
真
右
は
、
円
通
寺
の
代
表
１

番
札
所
で
、
左
か
ら
平
野
さ
ん
、
小

泉
住
職
、
松
本
さ
ん
。

写
真
上
は
普
門
寺
の
、
ご
詠
歌

を
唱
え
る
観
音
講
中
の
皆
さ
ん
。

新郷バトミントン大会

４
月
13
日
、
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
て「

新
郷
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連

盟
第
24
回
春
期
大
会」

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
　
　

開
会
式
に
は
奥
ノ
木
信
夫
市
長
も

か
け
つ
け
、
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
男
子
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
▼
優
勝＝

高

橋
修
・
松
下
義
美（

峯
ク
ラ
ブ
・
サ

ン
ク
ラ
ブ）

▼
準
優
勝＝

佐
々
木
和

宏
・
小
川
仁（

峯
ク
ラ
ブ
・
サ
ン
ク

ラ
ブ）

▼
３
位＝

尾
崎
旬
一
・
菅
原

順
一（

サ
ン
ク
ラ
ブ
・
峯
ク
ラ
ブ）

◇
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
▼
優
勝＝

児
島
健

治
・
児
島
祐
樹（

峯
ク
ラ
ブ）

▼
準

優
勝＝

岩
渕
年
男
・
加
藤
聡
一
郎

（

峯
ク
ラ
ブ
・
サ
ン
ク
ラ
ブ）

▼
３

位＝

坂
内
隆
司
・
和
田
信
也（

ナ
イ

ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン）

◇
女
子
Ａ
ク
ラ

ス
▼
優
勝＝

関
本
綾
子
・
小
櫃
位
清

美（

イ
ン
パ
ク
ト
・
南
ク
ラ
ブ）

▼

準
優
勝＝

恩
田
香
・
吉
田
紀
子（

サ

ン
ク
ク
ラ
ブ）

▼
３
位＝

佐
原
貞

子
・
小
川
由
子（

サ
ン
ク
ラ
ブ）

◇

女
子
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス
▼
優
勝＝

佐
々

木
悦
子
・
新
井
み
ど
り（

峯
ク
ラ

ブ
・
サ
ン
ク
ラ
ブ）

▼
準
優
勝＝

安

彦
リ
エ
コ
・
坂
内
政
子（

ナ
イ
ス
バ

ド
ミ
ン
ト
ン）

▼
３
位＝

山
田
ひ
ろ

み
・
太
田
香
代
子（

Ｂ
Ｅ
Ｅ
バ
ド）

。
　
　
　

（

敬
称
略）

（

文
・
写
真
、
山
崎
一
夫
さ
ん
提
供）



武
南
警
察
署
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い
い
老
後

元
気
生
き
が
い
　
交
通
安
全

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

各地で有名桜見学

川口市議会議員の光田直之後援会は、4 月 25 日峯町会会館において「光田直之市政等報告
会」を開催した。開会は、後援会長の関長左衛門さんの挨拶で始まった。
光田議員が 3月議会の市政報告、歴史自然公園や火葬場建設、市立高校の統廃合や庁舎建て

替え問題を主に、教育・公共施設等の耐震化工事、子ども医療費の問題など、課題が山積して
いると。その後、振り込め詐欺の件、葉っぱのフレディ－いのちの旅の話、さらに、医師の日
野原重明さんの牛乳の話など 90分余りの報告会でした。
後援会顧問の山口正純蜜蔵院住職が閉会の挨拶で終了。

5 月 5 日、豊かな自然を未来へつなぐ第 26 回「みどりの地球号 in安行」（会長＝鈴木
重治さん）が安行スポーツセンターで開催された。
苗木の無料配布、ふれあい動物園では、11種 80頭の動物とふれあい、ポニーにも乗

れた。安行幼稚園園児のちびっ子の出演、大抽選会などが繰り広げられた。
写真は左から菊地博新藤義孝総務大臣秘書、宇田川好秀議長、澁谷祥晴副市長、鈴木

重治会長、板橋智之市議、幡野茂市議、小仁熊旬新藤義孝総務大臣秘書。

４月 17 日、「拉致問題を考える川口の会」（代表＝前原博孝さん）の代表者、川口市出
身の拉致被害者である田口八重子さんの長兄で、「北朝鮮による拉致被害者家族連絡会」
代表の、飯塚繁雄さんと次兄妻、三兄と妻、そして特定失踪者の弟妹等が、川口市役所に
赴き、奥ノ木信夫市長を表敬訪問し、問題解決に向けた支援を要請した。
奥ノ木市長は県議時代、県議会拉致議連の会長を務めていた。当日の要請にも「引き続

き頑張って、強力な支援を約束します」と明言された。
また、「拉致被害の事実を知らない方や、高校生に人権教育の一つとして取り上げてほ

しい」と云う要望にも「若い人に関心を持ってもらうためにも必要、高校生に事実を正確
に伝えたい。さっそく市教委と相談する」と語り、福祉部と教育委員会の担当者で協議す
るよう手配されていた。写真左藤田隆司さん、飯塚繁雄さん、奥ノ木市長、前原さん。

拉
致
問
題
支
援
を

奥
ノ
木
市
長
に
要
請

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
収
益
金
寄
附

新堀町会の平新友の会（会長＝後田禧甫さん）は4月26・27日の両日、旅行会を開催した。
置賜さくら回廊めぐり、伊佐沢の久保桜、最上川千本桜、釜の越桜、樹齢500～1200年の古桜
木、国指定天然記念物を見物。日本三文殊の亀岡文殊等を見学した。
上山温泉にて米沢牛で一杯盛り上がり泊。翌日は赤湯烏帽子山公園満開の桜見学、高畠ワイ

ナリ－（見学試飲）、こんにゃく懐石昼食には皆びっくりした。
天気にも恵まれ、最高の親睦旅行だった。（文・写真同会提供）

光
田
市
議
市
政
報
告
会

新
郷
ふ
れ
あ
い
チ

ャ

リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ

実
行
委
員
会（

委
員

長＝

鈴
木
歳
男
さ
ん）

は
、
ゴ
ル
フ
大
会
の

収
益
金
を
、
昨
年
同

様
に
新
郷
南
小
学
校
、

東
本
郷
小
学
校
の
特

別
教
室
に
寄
付
を
し

ま
し
た
。

写
真
下
は
東
本
郷

小
学
校
の
高
橋
光
代

校
長
に
寄
付
を
渡
し

た
鈴
木
委
員
長
、
右

は
押
田
恒
雄
実
行
委

員
。写

真
上
は
新
郷
南

小
学
校
で
小
濱
治
人

校
長
へ
寄
付
を
届
け

ま
し
た
。

写
真
左
よ
り
山
崎

一
夫
実
行
委
員
、
山

田
勇
作
実
行
委
員
、

小
濱
校
長
、
石
塚
直

之
実
行
委
員
。

文
・
写
真
山
崎
一

夫
さ
ん
提
供
。

歯
医
者
は
痛
み
止
め
を
よ

く
出
し
ま
す
。
経
験
し
た
人

な
ら
で
は
で
す
が
、
歯
の
痛

み
は
本
当
に
辛
い
で
す
。

歯
の
痛
み
に
は
２
通
り
あ

っ

て
、
１
つ
は
単
純
に
お
口

の
中
の
バ
イ
キ
ン
が
、
歯
の

内
部
や
周
り
の
神
経
を
侵
す

こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
痛
み

で
す
。

も
う
１
つ
は
過
去
に
治
療

し
た
歯
の
病
気
が
再
発
し
、

根
の
周
囲
の
骨
の
中
に
炎
症

が
広
が
っ

て
、
化
膿
し
た
時

に
生
ず
る
も
の
で
、
こ
ち
ら

の
痛
み
は
骨
の
中
に
あ
る
化

膿
物
質
が
外
に
出
ら
れ
な
い

の
で
、
圧
迫
痛
も
加
わ
り
も

の
す
ご
く
痛
い
で
す
。

さ
て
、
痛
み
の
取
り
方
で

す
が
、
単
純
な
痛
み
は
痛
み

止
め
を
出
し
ま
す
が
、
そ
の

薬
に
も
作
用
の
仕
方
で
２
通

り
あ
り
、
血
流
を
抑
え
る
事

に
よ
っ

て
血
流
の
痛
み
物
質

が
出
る
の
を
抑
え
る
薬
と
、

血
流
は
そ
の
ま
ま
で
、
脳
の

痛
み
を
感
じ
る
所
を
遮
断
し

て
、
痛
み
を
感
じ
な
い
よ
う

に
す
る
も
の
と
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
、
前
者
の
血
流

抑
制
の
薬
と
し
て
ロ
キ
ソ
ニ

ン
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

早
く
て
よ
く
効
き
ま
す
。

後
者
の
脳
に
直
接
作
用
す

る
も
の
と
し
て
、
カ
ロ
ナ
ー

ル
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
カ

ロ
ナ
ー
ル
も
よ
く
効
き
ま
す

が
、
少
し
鈍
い
か
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。

最
後
に
圧
迫
痛
で
す
が
、

こ
れ
は
痛
み
止
め
が
ほ
と
ん

ど
効
か
な
い
の
で
、
歯
の
根

の
治
療
と
し
て
、
膿
を
出
す

事
で
圧
迫
を
解
放
さ
せ
ま

す
。
解
放
さ
せ
た
瞬
間
に
、

楽
に
な
っ

た
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

岩
下
　
一
三
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「

漢
方
の
痛
み
止
め
、
何

か
な
い
の
？」

と
お
客
さ
ん

に
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

漢
方
薬
の
痛
み
止
め
に
も
、

頭
が
痛
い
・
肩
こ
り
筋
肉

痛
・
お
な
か
が
痛
い
・

癪
・
神
経
痛
な
ど
あ
り

ま
す
が
場
所
は
何
処
で

す
か
と
訊
ね
る
と
、「

ラ
ジ
オ

で
宣
伝
し
て
い
る
痛
散
湯
は

な
い
の
か
？」

と
聞
か
れ
ま

し
た
。

痛
散
湯（

一
般
名
称：

麻

杏
?
甘
湯
加
防
已）

は
、
肩
関

節
周
囲
炎
・
坐
骨
神
経
痛
・

変
形
性
膝
関
節
症
な
ど
の
疼

痛
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
長
岡
功
先
生
は
、
和

漢
医
薬
学
会
学
術
大
会
で
痛

散
湯
の
関
節
痛
、
筋
肉
痛
に

対
す
る
効
果
を
発
表
し
て
い

ま
す
。

痛
散
湯
は
再
春
館
製
薬
の

一
般
用
生
薬
製
剤
で
す
。
１

月
分
で
１
３
０
０
０
円
位
で

す
。
他
に
も
良
く
効
く
の
だ

が
続
け
ら
れ
な
い
と
言
う
人

が
い
ま
し
た
。

当
店
で
は
現
在
取
り
扱
い

が
無
い
為
、
麻
杏
?
甘
湯
を
推

奨
し
て
お
り
ま
す
。

効
能
と
し
て
は
関
節

痛
・
神
経
痛
・
筋
肉
痛

な
ど
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ

と
は
相
談
し
て
下
さ
い
。

保
健
薬
剤
師

中
山
　
久
仁
夫

漢
方
の
痛
み
止
め

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（
201
）

関谷透監修

新　 郷　 新　 聞

平成 26 年 4 月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内
人身事故  9,943 件（-863）     ２９２件（-８）

死者数     42 名（-20）           ２名（-２）

負傷者    12,146 名（-1,204）  ３４８名（+３）

物損事故 45,799 件（+1,674）１,３３６件（０）

平成26年4月30 日交通事故日報（カッコは前年対比）

「
万
能
ナ
イ
フ
」
造
り
の
達
人

新
郷
東
部
地
区

治
水
総
会

川
口
書
道
展

今
年
も
多
数
入
賞

川
口
市
書
道
連
盟
主
催
の

第
41
回
川
口
書
道
展
が
、
５
月

３
日
か
ら
５
日
ま
で
リ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
た
。

吉
安
書
塾
の
入
賞
者
は
次

の
通
り
。

◇
第
１
部
▽
秀
作＝

吉
沢
流

泉
▽
奨
励
賞＝

大
沼
真
翠
。

◇
第
２
部
▽
特
選＝

久
保
輝

月
、
小
出
江
風
、
中
村
紅
舟
、

吉
沢
玲
泉
▽
準
特
選＝

石
塚

恵
美
、
板
倉
美
峰
、
大
沼
真

翠
、
久
保
田
華

音
、
野
本
好
彩
、

平
岡
真
由
子
▽

秀
作＝
神
中
美

玲
、
財
津
洋
子
、

竹
内
玲
舟
、
寺

本
和
代
、
成
田

華
泉
、
増
田
郁

子
、
皆
川
弥
咲
、

前
原
朋
佳
▽
奨

励
賞＝

碓
氷
宏

美
、
安
藤
敏
子
、

宇
田
川
文
子
、
古

賀
弘
子
、
高
田

美
幸
、
塚
本
喜

久
江
、
石
塚
希

代
子
、
斉
藤
静

枝
、
松
永
俊
子
、

斉
藤
晴
江
、
高

橋
知
里
、
中
尾

里
美
、
鵜
飼
恵

理
、
大
山
美
保
、

へ ら 鮒 清 遊 会 
平成26年4月23日千葉県柏市清遊湖
①久保木公男　　本蓮　　 17.80㎏
②吉川　博　　　赤井　　16.60㎏
③若木　瑛千 本蓮　 11.60㎏
☆問＝０４８（２８２）３２７２　市川

新
藤
郁
子
、
髙
山
理
恵
子
、

吉
田
陽
子
。（

敬
称
略）

東
本
郷
の
下
条
亜
理
紗
さ
ん

は
、
県
立
川
口
東
高
校
３
年
生

の
折
、
日
本
書
道
芸
術
連
盟
が

主
催
す
る
第
17
回「

稲
心
書
道

展」（

毎
日
新
聞
さ
い
た
ま
支

局
な
ど
後
援）

で
、
見
事
児
童

生
徒
の
部
で「

毎
日
新
聞
社

賞」

に
輝
い
た
。

漢
字
や
か
な
、
ペ
ン
字
な

ど
各
分
野
の
入
賞
作
品
な
ど
901

点
の
力
作
が
並
ん
だ
な
か
、
秋

詩（

秋
の
風
景
を
詠
っ
た
詩）

は
見
栄
え
の
あ
る
作
品
。

「

高
校
生
最
後
の
展
覧
会

で
、
良
い
賞
を
戴
け
て
凄
く

う
れ
し
い」

と
下
條
さ
ん
。

高
校
在
学
中
は
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
書
道
を
立
ち
上
げ

た
り
、
数
々
の
展
覧
会
で
優

秀
賞
を
取
得
し
た
。
現
在
大

学
生
、
書
に
向
か
う
時
間
が

取
れ
な
い
と
残
念
が
っ
た
。

５
月
９
日
、
新
郷
東
部
地

区
治
水
事
業
推
進
協
議
会（

会

長＝

松
本
安
弘
さ
ん）

は
新

郷
公
民
館
で
平
成
26
年
度
総

会
を
行
っ
た
。

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長
、
板

橋
智
之
川
口
市
議
会
議
員
、
幡

野
茂
川
口
市
議
会
議
員
、
光

田
直
之
川
口
市
議
会
議
員
、
10

町
会
長
な
ど
120
名
余
り
が
出

席
し
、
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

役
員
は
次
の
通
り
。

◇
顧
問＝

松
本
佳
和
、
大
山

政
治
、
前
原
博
孝
、
宇
田
川

好
秀
。
◇
参
与＝

板
橋
智
之
、

幡
野
茂
、
光
田
直
之
。
◇
会

長＝

松
本
安
弘
。
◇
副
会
長＝

鈴
木
歳
男
、
石
塚
勝
春
、
関

長
左
衛
門
、
田
中
喜
久
治
。

◇
常
任
委
員＝

榎
本
勝
次
、
及

川
紀
男
、
大
内
威
、
櫻
井
章
、

澤
田
俊
雄
、
田
中
実
、
鴇
田

勇
、
野
口
金
三
、
田
中
春
二
、

髙
橋
清
、
松
本
英
作
、
大
栁

祐
一
、
山
田
勇
作
、
新
藤
幸

男
、
宮
内
敬
一
、
大
熊
恒
久
、

田
中
照
昌
、
澁
谷
昌
己
、
村

川
誠
司
、
古
川
鐡
郎
、
渡
辺

秀
夫
。
◇
監
事＝

押
田
金
蔵
、

高
橋
昌
三
。（

敬
称
略）

長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

５
月
10
日
、
新
郷
地
区
長

寿
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
長＝

小
川
信
雄
さ
ん）
の
総
会
が

新
郷
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
奥

ノ
木
信
夫
市
長
、
光
田
直
之
・

幡
野
茂
両
市
議
、
渡
辺
秀
夫

新
郷
地
区
連
合
町
会
長
は
じ

め
大
勢
が
列
席
さ
れ
た
。

各
町
会
ク
ラ
ブ
の
会
長
は

次
の
通
り
。

◇
赤
寿
会（

赤
井）

相
馬
晃

重
◇
松
寿
会（

榛
松）

沖
田

春
美
◇
新
松
会（

新
堀）

先

崎
勝
明
◇
本
寿
会（

本
蓮）

斉
藤
昭
次
郎
◇
長
寿
会（

江

戸
袋）

奥
倉
和
夫
◇
栄
寿
会

（

東
本
郷
南）

石
井
克
郎
◇
明

朗
会（

前
野
宿）

小
川
信
雄

◇
朋
寿
会（

峯）

小
幡
三
蔵

◇
台
和
会（

本
郷
台）

武
田

末
吉
◇
若
水
会（

大
東）

高

橋
勇
。

（

敬
称
略）

さ
い
た
ま
県
の
花「

さ
く

ら
草」

の「

日
本
さ
く
ら
そ

う
品
評
会」

が
行
わ
れ
、
96

点
の
中
か
ら
、
大
竹
在
住
の

村
上
拡
司
さ
ん
が
応
募
し
た

作
品
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
い
た
ま
放

送
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

村
上
さ
ん
は
花
と
緑
の

振
興
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ

ア
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

「

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
努
力
し
培
養
技
術
を

向
上
さ
せ
た
い」

と
村
上
さ

ん
。

日
本
さ
く
ら
草
を
育
て
て

み
た
い
方
は
、

電
話
２
９
６-

８
４
２
５

村
上
ま
で
。

村
上
さ
ん

放
送
局
賞
受
賞

第
52
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

◇
日＝

５
月
23
日（

金）

◇
時＝

午
後
６
時
30
分
開
演

◇
所＝

鳩
ヶ
谷
市
民
ホ
ー
ル

ダ
ブ（

地
下
鉄
鳩
ヶ
谷
駅）

◇
木
戸
銭＝

２
千
円

（

前
売
り）

◇
出
演＝

三
遊
亭
歌
之
介
、

三
遊
亭
白
馬
、
他
。

◇
問＝

０
４
８-

２
８
５-

６
２
０
８

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る
会

川
口
市
歯
の
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
白
い
歯
　
ス
マ
イ
ル
　

健
康
家
族
～

◇
日＝

６
月
１
日（

日）

下
條
さ
ん
書
道
展
で
　
　

毎
日
新
聞
社
賞

ギ
ャ

ラ
リ
ー
本
郷
館
長
で

あ
り
金
子
物
産
㈱
社
長
の
金

子
昌
夫
さ
ん
よ
り
、
友
人
の

坂
内
好
夫
さ
ん（

77）

を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

坂
内
さ
ん
は
南
鳩
ヶ

谷
の

坂
内
温
水
工
業（

鉄
工
所）

社
長
で
、
超
小
型
の「

万
能

ナ
イ
フ」（

ア
ー
ミ
ー
ナ
イ
フ）

を
造
る
方
で
す
。

空
い
た
時
間
を
利
用
し

「

万
能
ナ
イ
フ」

造
り
を
、
25

年
程
前
か
ら
手
が
け
、
１
年

に
10
本
程
度
を
制
作
し
、
大
、

小
合
わ
せ
る
と
今
ま
で
に
200

本
余
り
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
内
さ
ん
が
造
る
ミ
ニ
チ

ュ

ア
ナ
イ
フ（

写
真
下）

は

と
て
も
精
密
で
通
常
の
大
き

さ
の
３
分
の
１
ほ
ど
に
縮
小

さ
れ
た
も
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ

ポ
ン
雑

誌「

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｅ」

も
坂
内

さ
ん
が
作
る
ミ
ニ
チ
ュ

ア
ナ

イ
フ
の
作
品
を
取
り
上
げ
紹

介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
の

「

万
能
ナ
イ
フ」

コ
ン
テ
ス
ト

で
何
回
も
優
勝
し
て
い
ま
す
。

坂
内
さ
ん
は
通
常
販
売
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
希
望
が

あ
れ
ば
極
力
答
え
た
い
と
話

し
て
い
ま
す
。

「

万
能
ナ
イ
フ」（

ア
ー
ミ

ー
ナ
イ
フ）

は
ス
イ
ス
・
ア

ー
ミ
ー
ナ
イ
フ
と
も
呼
ば
れ
、

一
般
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
に
お

い
て
必
要
と
な
る
器
具
を
ま

と
め
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ナ
イ

フ
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

坂
内
さ
ん
の
夢
は
、「

友
人

で
あ
る
金
子
さ
ん
所
有
の
ギ

ャ

ラ
リ
ー
本
郷
に
飾
ら
れ
る

こ
と」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
　

家
族
は
奥
さ
ん
と
子
ど
も

３
人
、
南
鳩
ヶ
谷
在
住
。

お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
で
、
Ｐ
２
の
川
口

桜
ま
つ
り
御
成
姫
の
渡
辺
陽

子
さ
ん
を
飯
塚
陽
子
さ
ん
に
、

Ｐ
３
の
東
中
入
学
式
で
坂
野

謙
司
君
を
坂
野
遼
太
君
に
訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

◇
時＝

10
時
～
16
時

◇
所＝

リ
リ
ア
１
Ｆ

◇
内
容＝

歯
科
保
健
に
　

関
す
る
啓
発
と
口
腔

ケ
ア
の
知
識
に
関
す

る
事
。

◇
入
場
無
料

◇
問＝

０
４
８（

２
５
５）

５
６
６
５

歯
科
医
師
会


